
令和４年度第２回茅野市総合計画審議会 次第 

 

日時 令和４年７月２０日（水） 

午後６時３０分  

場所 茅野市役所 ８階大ホール 

 

 

１ 開会  

 

 

 

２ 会長挨拶 

 

 

 

３ 協議事項  

 

 (1) 審議会等の公開について 

 

(2) 第６次茅野市総合計画の策定に向けた与件の整理 資料１  

 

 (3) その他 

 

 

 

４ 閉会   



第６次茅野市総合計画の
策定に向けた与件の整理

令和４年７月２０日

企画課

資料１



これからの
まちづくり

どんな計画に
したいか
どんな計画が
必要か

どんなまちにしたいか
どうやって実現するか

メリハリ、実効性、スピード感、
シンプル、フレキシブル等

方針の検討 内容の検討

大枠の考え方と
形式的要件の決定

計画期間、政策体系、個別計
画との関係性、進⾏管理⼿法
等

形式的要件

大枠の考え方

現状把握

茅野市の現状と課題

基本情報の
インプット

課題解決に向けた
想いのアウトプット

個別計画との整合、反映

狙い

内容

社会経済情勢の変化、
⾏財政の現状と課題
と茅野市のまちづく
り（現在、未来）の
イメージの共有

新たな政策⽴案、⾏政評価⼿法
（ＥＢＰＭ）の導入

はじめに 〜⾒直しの流れにおける本⽇の内容〜

① ② ④

出口

基本構想、基本計画の策定

どんなまちに
住んでいるか
今まちは
どんな状況か

与件の整理③

完
成

茅野市の強み、
まちづくりの現
状と課題、社会
経済情勢の変化

計画の導入部分
の頭出し

現状や課題の分析により、新計画の骨子や
基本的な柱立てのイメージを共有
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はじめに

 新たな課題に対する取組

 既存の分野別計画（基本計画）におい
て残された課題に対する重点的取組

を第６次総合計画に位置付ける

（分野別計画自体は引き続き進行管理を
行い、必要に応じて、総合計画との統合も
検討）

構成

計画期間

分野別計画

進⾏管理

○形式的要件について

‣第５次茅野市総合計画の全面改訂（第６次総合計画の策定）

‣計画期間の短縮（５年間の計画とする）

‣総合計画の基本計画として分野別計画そのものをはめ込む「カート
リッジ方式」 の廃止（総合計画に位置付ける取組の精査・重点化）

‣活動指標から成果指標への変更、目標数の精査など

分野別計画

分野別計画

分野別計画

第６次総合計画

新たな課題に
対する取組

新たな課題に
対する取組
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GX

総合計画
総合戦略

⾏財政改⾰
（⾏政） DX

これまでのまちづくりの
仕組みの⾒直し

新しいまちづくりの
仕組みの活用と価値観の共有

すべての市⺠が便利で
暮らしやすい

若者に選ばれるまち
・新産業創出、企業⽴地、起業・創業
促進によるまちの稼ぐ⼒の強化

・データとデジタル技術を活用した
便利で暮らしやすいまちの実現

・ニーズとサポートの最適なマッチング
未来型「ゆい」による交流拡大

生み出された市の経営資源の投下

業務の効率化、省⼒化、コスト削減

・目指すまちを実現するために必要な
スキルを持つ職員の育成

・パートナーシップのまちづくりや
公⺠館活動の⾒直し

・市⺠の⾃分事化を引き出す広聴、
⾏政評価の刷新等による取組の精査

これからの茅野市のまちづくりスキーム（概念図）

新しい時代への適合転換の手段

⼈口減少の時代において、すべての市⺠が便利で暮らしやすい、若者に選ばれるまちを実現するために（総合計
画、総合戦略）、新しい時代への適合転換の⼿段として、これまでのまちづくりの仕組みを⾒直す（⾏財政改⾰）
とともに、新しいまちづくりの仕組みの活用（ＤＸ）と価値観（ＧＸ）の共有を進めていきます。

【推進機関】茅野市総合計画審議会

はじめに
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与件の整理

５



与件の整理 茅野市の強み・現状・課題

貢献要員 障害要因

内
的
要
因

【強み（Strength）】
・ 雄大で清涼、豊かな自然環境
・ 日本を代表する観光地ブランド
・ 進取の気性、外部との交流を重んじて、寛容に受け⼊れる市⺠風⼟
・ 歴史ある別荘地開発、著名⼈との交流
・ 地域とともに健康づくりに取り組む組合⽴諏訪中央病院の歴史、その
先進的取組と志に集う多くのインターン

・ 「地域包括ケア」の先進地域、「福祉21茅野」の先進的取組
・ 「パートナーシップのまちづくり」の取組と公⺠館活動（住⺠自治）
・ “知の拠点”としての公⽴諏訪東京理科大の存在
・ 先端技術導⼊への挑戦（ＭａａＳ、ＬＰＷＡなど）
・ 全国平均・県平均を上回る出⽣率
・ 商工業、観光業、農業がバランスよく発展した産業
・ 天下の奇祭「御柱祭」に⾒る伝統⽂化を守る住⺠意識
・ 約１万年続いた「縄⽂⽂化」発祥の地
・ 充実した子育て支援施設（0123広場、CHUKOらんどチノチノ、地区こど
も館、学童クラブなど）

【弱み（Weakness）】
・ ⾼齢化の進⾏、独り暮らし⾼齢世帯の増加
・ 核家族化の進⾏
・ 中⼼市街地の活⼒低下
・ デジタルを介した個⼈情報提供に対する不安
・ 広い市⼟に広く点在する観光地と居住地
・ 運⾏が非効率な地域交通（⽣活の⾜と観光の分断）
・ 今後の「地域包括ケア」を支える担い手の減少
・ 自治会加⼊者や消防団員の減少、住⺠自治の担い手不⾜
・ 道路、橋梁、トンネル等のインフラや、⽔道施設等ライフラインの⽼朽化
・ 男⼥共同参画の遅れ

外
的
要
因

【機会（Opportunity）】
・ ⾸都圏を中⼼とした「地⽅回帰」の潮流
・ リゾートテレワークへの関⼼の⾼まり
・ ⾸都圏、中京圏ともに電⾞で2時間、⾞で約２時間半ほどのアクセス
・ 半導体関連産業の⽴地意向
・ ⼈⼝の社会増傾向（平成26年以降）
・ キャンプなどアウトドアレジャーへの関⼼の⾼まり
・ 健康食ブームでの伝統食（寒天、凍り豆腐）への注目

【脅威（Threat）】
・ コロナ禍による住⺠間コミュニケーションの低下
・ コロナ禍の継続による宿泊業・飲食店等サービス業への影響
・ 「地⽅回帰」「アウトドア需要」に伴う交通渋滞の悪化
・ 風⽔害、地震災害の甚大化傾向
・ 新型インフルエンザなど未知の病原体による脅威
・ アウトドアニーズの多様化による安全・救助体制の整備
・ リニア新幹線の開通に伴うＪＲ中央東線をはじめとする交通網の変化

茅野市の「強み」「弱み」、また、当市を取り巻く今後の「機会（チャンス）」と「脅威（ピンチ）」を抽出（SWOT分析）
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○将来人口推計

与件の整理 茅野市の人口ビジョン

9,294 10,635 10,583 9,654 8,823 8,371 8,424 8,247 7,752 7,084 6,479 5,986 5,550 5,273 5,042 4,772 4,466 4,156

25,884

28,044
30,751 33,320 35,227 36,317 37,015

34,569 32,302
30,905

29,667

28,317
26,482

23,955
21,961

20,749
19,764

18,898

4,539

5,263

5,939
7,090

8,757 9,972 11,634
13,575

15,858
16,912

17,311

17,460
17,840

18,597

18,749 18,126

17,186 15,952

39,717 

43,942 

47,273 

50,064 

52,807 

54,841 

57,099 
56,391 55,912

54,902
53,457

51,763

49,873

47,824

45,752

43,647

41,417

39,006

23.4% 24.2%
22.4%

19.3%

16.7%

15.3%

14.8% 14.6% 13.9%
12.9% 12.1% 11.6% 11.1% 11.0% 11.0% 10.9% 10.8% 10.7%

65.2%
63.8%

65.0%

66.6% 66.7% 66.2%
64.8%

61.3%

57.8%
56.3% 55.5% 54.7%

53.1%

50.1%
48.0% 47.5%

47.7% 48.4%

11.4% 12.0% 12.6%
14.2%

16.6%

18.2%

20.4%

24.1%
28.4%

30.8%

32.4%
33.7%

35.8%

38.9%

41.0% 41.5% 41.5% 40.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

S50

(1975)

S55

(1980)

S60

(1985)

H2

(1990)

H7

(1995)

H12

(2000)

H17

(2005)

H22

(2010)

H27

(2015)

R2

(2020)

R7

(2025)

R12

(2030)

R17

(2035)

R22

(2040)

R27

(2045)

R32

(2050)

R37

(2055)

R42

(2060)

（人）

（年）

年少人口（人） 生産年齢人口（人） 老年人口（人） 年齢不詳人口（人）

年少人口割合（右目盛り） 生産年齢人口割合（右目盛り） 老年人口割合（右目盛り）

推計値

（資料）S50(1975)～H27(2015)：総務省統計局「国勢調査」

R2(2020)～R42(2060)：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計」の推計方法に準拠し推計

（注） H12(2000)～H27(2015)は年齢不詳人口がある。このうちH22(2010)及びH27(2015)については、 年齢不詳人口を年齢３区分にそれぞれ按分してある。
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○人口ピラミッド

与件の整理 茅野市の人口ビジョン

1,206 

1,329 

1,426 

1,512 

1,209 

1,302 

1,465 

1,936 

2,301 

1,978 

1,673 

1,596 

1,777 

2,220 

1,743 

1,380 

936 

562 

260 

14.2%

60.2%

25.5%

1,150 

1,233 

1,408 

1,189 

974 

1,221 

1,401 

1,842 

2,101 

1,763 

1,561 

1,654 

1,847 

2,262 

1,961 

1,482 

1,258 

1,068 

726 

13.5%

55.3%

31.2%

300 1,300 2,300

3001,3002,300

0-4

5-9

10-14

15-19

20-24

25-29

30-34

35-39

40-44

45-49

50-54

55-59

60-64

65-69

70-74

75-79

80-84

85-89

90-

（人）

（歳）

男性 女性

年
少
人
口

老
年
人
口

生
産
年
齢
人
口

（資料）総務省統計局「平成27年国勢調査」 ※不詳人口をあん分して含めたもの

2,300               1,300 300 300 1,300 2,300

664 

700 

758 

813 

749 

822 

856 

915 

1,045 

1,063 

1,162 

1,206 

1,280 

1,178 

1,159 

1,216 

1,414 

1,290 

895 

11.1%

51.7%

37.3%

631 

677 

726 

691 

621 

726 

780 

848 

950 

991 

1,038 

1,172 

1,174 

1,118 

1,243 

1,337 

1,629 

1,646 

1,827 

10.3%

45.3%

44.4%

300 800 1,300 1,800 2,300

3001,3002,300

0-4

5-9

10-14

15-19

20-24

25-29

30-34

35-39

40-44

45-49

50-54

55-59

60-64

65-69

70-74

75-79

80-84

85-89

90-

（人）

（歳）

男性 女性

年
少
人
口

老
年
人
口

生
産
年
齢
人
口

（資料）茅野市にて推計

2,300               1,300 300 300 1,300 2,300

令和42年（2060年）※推計値平成27年（2015年）※実績値
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○出生数、合計特殊出生率

与件の整理 茅野市の人口ビジョン

533 558 577 614 562 571 529 535 523 544 505 533 485 500 468 469 434 409 425

1.67

1.60
1.60

1.71

1.57

1.60

1.47

1.51
1.52

1.59

1.52

1.64

1.54

1.60

1.57

1.61 1.60

1.57

1.70

1.64

1.59

1.50

1.47

1.44
1.42

1.46
1.44

1.47
1.45

1.43

1.53

1.50
1.51

1.54 1.54

1.58
1.59

1.56

1.42

1.36

1.33
1.32

1.29 1.29

1.26

1.32
1.34

1.37 1.37
1.39 1.39

1.41
1.43

1.42

1.45
1.44

1.43

0

100

200

300

400

500

600

700

1.20

1.30

1.40

1.50

1.60

1.70

1.80

H7 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（人）

（年）

茅野市の出生数（人、右目盛り） 茅野市の合計特殊出生率

長野県の合計特殊出生率 全国の合計特殊出生率

（資料）茅野市HP「平成29年期間合計特殊出生率」

（注）出生数：厚生労働省「人口動態統計」の母の年齢（5 歳階級）別出生数、女性人口：住民基本台帳の年齢（5歳階級）別日本人女性人口

（各年10 月1 日時点）を用いて算出
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○社会増減（転入数と転出数の推移）

与件の整理 茅野市の人口ビジョン

-1,973 -2,063

2,169 2,150416
369

344
379

282

198 212

334

539 543

231

131 136

341

189

-236

234

-25

-112 -97

-157

-95

-342

41

-55

72

169

72

-4,000

-3,000

-2,000

-1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

-800

-600

-400

-200

0

200

400

600

800

H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

（人）

（年）

転入（右目盛り）

転出（右目盛り）

その他増減（右目盛り）

社会増減数（転入-転出、その他の増減含む）

（資料）長野県「毎月人口異動調査」

（人）

社
会
増

社
会
減
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○茅野市の産業別事業所数の構成比

与件の整理 茅野市の産業

9.2%

11.2%

11.7%

8.5%

10.2%

14.5%

25.3%

23.3%

18.8%

6.6%

6.6%

5.0%

13.1%

14.7%

20.1%

8.8%

8.1%

7.8%

8.0%

6.8%

5.8%

6.6%

6.3%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

長野県

茅野市

農林水産業 鉱業，採石業，砂利採取業 建設業

製造業 電気・ガス・熱供給・水道業 情報通信業

運輸業，郵便業 卸売業，小売業 金融業，保険業

不動産業，物品賃貸業 学術研究，専門・技術サービス業 宿泊業，飲食サービス業

生活関連サービス業，娯楽業 教育，学習支援業 医療，福祉

複合サービス事業 サービス業（他に分類されないもの）

（資料）総務省統計局「平成28年経済センサス活動調査」

建設業 製造業 卸売業、

小売業

生活関連ｻｰﾋﾞｽ業、

娯楽業
宿泊業、

飲食ｻｰﾋﾞｽ業
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○産業別事業所の特徴（長野県と比較した特化係数）

与件の整理 茅野市の産業

28 
0 

348 

433 

5 18 32 

562 

39 

149 
119 

599 

234 

76 

173 

24 

147 

0.89 

0.00 

1.04 

1.42 

1.31 

0.71 

0.59 

0.81 
0.89 

0.75 

1.04 

1.36 

0.97 0.96 

0.85 
0.91 

0.78 
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1.40

1.60
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100
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300
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（事業所）

事業所数

事業所数特化係数

（右目盛り）

※ X産業の特化係数＝茅野市のX産業の事業所数比率／長野県のX産業の事業所数比率

（資料）総務省統計局「平成28年経済センサス活動調査」
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○県内１９市の工業規模の順位（令和元年）

与件の整理 茅野市の産業

（事業所） 構成比％ （人） 構成比％ （万円） 構成比％

長野県計 3,583 100.0 長野県計 157,491 100.0 長野県計 520,544,457 100.0

長 野 市 (1)     462 12.9 長 野 市 (1) 19,843 12.6 塩 尻 市 (1) 73,744,917 14.2

上 田 市 (2)     394 11.0 上 田 市 (2) 18,980 12.1 長 野 市 (2) 58,840,920 11.3

松 本 市 (3)     300 8.4 松 本 市 (3) 14,493 9.2 松 本 市 (3) 57,296,087 11.0

飯 田 市 (4)     262 7.3 塩 尻 市 (4) 12,065 7.7 上 田 市 (4) 55,570,779 10.7

岡 谷 市 (5)     251 7.0 安 曇 野 市 (5) 11,529 7.3 安 曇 野 市 (5) 51,026,544 9.8

佐 久 市 (6)     239 6.7 佐 久 市 (6) 9,120 5.8 飯 田 市 (6) 22,900,737 4.4

茅 野 市 (7)     208 5.8 茅 野 市 (7) 8,914 5.7 茅 野 市 (7) 22,828 ,736 4.4

安 曇 野 市 (8)     205 5.7 飯 田 市 (8) 8,742 5.6 佐 久 市 (8) 22,178,354 4.3

千 曲 市 (9)     190 5.3 岡 谷 市 (9) 8,037 5.1 千 曲 市 (9) 21,520,411 4.1

諏 訪 市 (10)     170 4.7 千 曲 市 (10) 7,348 4.7 伊 那 市 (10) 19,128,511 3.7

塩 尻 市 (11)     163 4.5 伊 那 市 (11) 6,202 3.9 岡 谷 市 (11) 19,058,287 3.7

須 坂 市 (12)     152 4.2 須 坂 市 (12) 6,090 3.9 駒 ヶ 根 市 (12) 17,176,284 3.3

伊 那 市 (13)     136 3.8 駒 ヶ 根 市 (13) 5,284 3.4 須 坂 市 (13) 13,994,777 2.7

駒 ヶ 根 市 (14)     104 2.9 諏 訪 市 (14) 5,167 3.3 小 諸 市 (14) 13,448,712 2.6

中 野 市 (15)     97 2.7 中 野 市 (15) 4,541 2.9 東 御 市 (15) 12,005,319 2.3

小 諸 市 (16)     96 2.7 小 諸 市 (16) 3,987 2.5 中 野 市 (16) 11,598,307 2.2

東 御 市 (17)     90 2.5 東 御 市 (17) 3,313 2.1 大 町 市 (17) 10,947,335 2.1

大 町 市 (18)     41 1.1 大 町 市 (18) 2,134 1.4 諏 訪 市 (18) 9,938,406 1.9

飯 山 市 (19)     23 0.6 飯 山 市 (19) 1,702 1.1 飯 山 市 (19) 7,341,034 1.4
資料:工業統計調査

順位 順位

事業所数
順位

 製造品出荷額等従業者数
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出典:気象庁HP 各種データ・資料「世界の年平均気温」

世界の年平均気温偏差の経年変化

2015年以降の平均気温の上昇傾向が顕著
＜世界の年平均気温偏差：1981～2010年平均気温との偏差＞

偏差値が大きかった年
（1～5位）

❶2020年・2016年（＋0.45℃）

❸2019年（0.43℃）

❹2015年（0.42℃）

❺2017年（0.38℃）

与件の整理 気象の変化
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1時間に50ミリ以上の非常に激しい雨が増加

出典︓気象庁ウェブサイト「大雨や猛暑日など（極端現象）の⻑期変化」

日本における豪雨の年間発⽣回数

＜全国の1時間降⽔量50ミリ以上の年間発⽣件数の経年変化（1976〜2020年）＞

与件の整理 気象の変化



与件の整理 気象の変化

（気候変動気象データ提供システム資料、IPCC報告書）
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諏訪 松本 長野 飯田 軽井沢

線形 (諏訪 ) 線形 (松本) 線形 (長野) 線形 (飯田) 線形 (軽井沢)

軽井沢

諏訪

松本

長野

飯田

長野県内でも諏訪
地域は気温の上昇
が急激！
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与件の整理 自然災害

○平成24年7月28日 局地的集中豪雨（時間最大雨量64ｍｍ）

市内各地で浸水被害 床下浸水3棟、水田土砂流入33箇所、

畑被害12箇所、道路洗掘27箇所、頭首工被害17箇所 等

○平成22年7月1日 局地的集中豪雨（時間最大雨量68.5ｍｍ）

市内各地で降雨被害 道路被害9箇所、農道被害23箇所、

水路被害15箇所、頭首工被害19箇所、農地法面崩壊5箇所 等

○平成24年7月20日 局地的集中豪雨（時間最大雨量64ｍｍ）

市内各地で浸水被害 床下浸水22棟、水路越水、農地法面崩壊

等80箇所、道路面洗掘、土砂崩落、道路冠水等50箇所 等

○平成29年10月22日～10月23日 台風21号（最大総雨量190ｍｍ）

上原区下町地区において浸水被害 床上浸水13棟、床下浸水8棟 等
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与件の整理 自然災害

○令和3年9月5日 局地的集中豪雨（時間最大雨量58ｍｍ）

安国寺・高部地区において浸水被害

建物被害 全壊10棟、半壊2棟、床上浸水21棟、床下浸水70棟 等

○令和1年10月12日 台風19号（最大総雨量309ｍｍ）

上原区下町地区において浸水被害 床上浸水2棟、床下浸水1棟

停電被害 約5,000戸、最大避難者数444人、避難所宿泊者65人 等

○平成30年年9月30日～10月1日 台風24号（最大総雨量198ｍｍ）

上原区下町地区において浸水被害 床上浸水13棟、床下浸水8棟

停電被害 約13,000戸 等

住宅への被害が深刻化し、

日常生活が脅かされる危機に！
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与件の整理 新型コロナウイルス

（

（内閣府：新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査）

全世代で生活
を重視する意
識変化が

特に若い世代
ほど意識変化
が大きい！

19



与件の整理 新型コロナウイルス

（

（内閣府：新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査）

家族と過ごす
時間が増えた
人が約半数、
その多くが現
状を維持した
いと希望！
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（

（内閣府：新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査）

地方移住へ
の関心はコロ
ナ禍において
増加中

特に23区の
20歳代は約
半数が関心を
持っている！

与件の整理 新型コロナウイルス
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（

（内閣府：新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査）

健康や生活の
維持といった、
くらしの基礎に
不安を覚える
人が増加！

与件の整理 新型コロナウイルス
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与件の整理 社会経済情勢

ロシアによるウクライナ軍事侵攻

人手不足

輸入食料の品薄、価格高騰

物価上昇
株価低迷

円安

原油価格の高止まり
賃金低迷
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与件の整理 若者に選ばれるまち

男性
28%

女性
72%

Q.1あなたについて教えてください。

Q1

若者に選ばれるまちの実現に向けたアンケート調査結果

調査対象者：市内に住民登録している18歳及び19歳：1,078人
回答数：39人
実施期間：令和4年5月24日～6月6日

ずっと住みたい
10%

一度は県外へ出

ても、将来的に茅

野市に戻ってき

たい
34%

住みたくない
10%

わからない
46%

Q.2あなたは将来、茅野市に住みたいですか。

Q2

24



（自分の意思で）両親や祖父

母の近くで生活したいから
22%

（親の意思で）地元で生活するように

言われているから
0%

長男・長女だから
5%

友人が多いから
5%

茅野市での生活に慣れているから
22%

茅野市の風土が好きだから
17%

茅野市に貢献したいから
10%

災害や犯罪が少なく安全だから
10%

志望企業があるから
3%

転勤がなさそうだから
0%

家の心配がないから
3% その他(水道水が美味しいから)

3%

Q.3（Q.2で「ずっと住みたい」「一度は県外へ出ても、将来的に茅野市へ戻って住みたい」と回

答した方）茅野市に住みたい理由を教えてください。（3つまで選択可）

Q3

25

与件の整理 若者に選ばれるまち



買い物などが

不便だから
40%

良い就職先が

ないから
10%

街に活気が

ないから
20%

魅力あるイベン

ト、遊ぶ場など

が少ないから
10%

通学、通勤が

不便だから
20%

Q.4（Q.２で「住みたくない」と回答した方）

住みたくない理由を教えてください。

（3つまで選択可）

Q4

5年以内
26%

5～10年後
18%

11～15年後
18%

16～20年後
10%

21～25年後
5%

それ以上
23%

Q.5（将来的に茅野市へ戻って住みたい」と回答し

た方）将来的とは何年後くらいのイメージですか

Q5

与件の整理 若者に選ばれるまち
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メーカー（食品、建築・住宅、

自動車、医療機器など）
10%

サービス（医療・福祉、旅行・

レジャー、飲食、美容、教育

など）
51%

IT・ソフトウェア（ソフトウェア、

インターネット・WEB、ゲーム

ソフト・アプリなど）
8%

金融（銀行・証券、保険、

クレジット・信販など）
5%

マスコミ（芸能、テレビ・ラジオ、

広告、新聞、出版など）
5%

小売・流通（百貨店、スーパー、

コンビニエンスストア、商社など）
3%

官公庁、士業（行政、警察、

消防、弁護士、税理士など）
10%

その他 （ホテル・ウエディング・

先生、保育士）
8%

Q.6あなたが将来働きたい職業の業界を教えてください。

Q6

与件の整理 若者に選ばれるまち
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公共交通が充実している
16%

子育ての環境が整っている
9%

設備や家賃など住宅事情が充実

している
4%

買い物が便利
14%

娯楽施設がある
9%

趣味やスポーツを楽しめる
7%

自分を活かせる仕事がある
9%

病院等の医療機関が充実している
4%

福祉施設または福祉サービスが

充実している
3%

水道や道路等の生活基盤が整っ

ている
4%

文化・教養施設が充実している
3%

情報通信基盤が整っている
3%

安心・安全な生活ができる（防犯・

防災）
5%

希望する収入が得られる
10%

Q.7どういった条件が整えば、茅野市内に住み続けたいと思いますか

Q7

与件の整理 若者に選ばれるまち
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Q.8ご意見など自由にお聞かせください

・車がないと生活ができないのが不満。

・茅野市に無印良品が欲しい。

・今すぐは難しいかもしれないが、電車の通る本数を増やしてほしい。

・上諏訪駅から茅野駅に上るときに3時台の普通電車がないので、一本でも入れてほしい。

・交通の便が悪いので改善して欲しい。お年寄りにとっては住みにくい市なのではと思う。

・バスの運賃が高めの設定なので負担になってしまうと感じる。

・免許を返納された方々にとっても住みやすい市にして欲しい。

・通学通勤バスとても助かりました。このようなバスをお年寄りに向けても作って欲しい。

茅野市を愛する気持ちはある一方、
まちの利便性や賑わいには課題が！

与件の整理 若者に選ばれるまち
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○与件の整理 つづき

・ウェルビーイング指標からみる茅野市の現状

・市民アンケートの結果

・最新版の人口ビジョン など

○新計画の将来像や、基本構想
について検討

最後に 次回の審議会の内容（予定）

【基本計画】
（基本構想を実現するための施策の
基本的な方針等を体系的に整理）

【基本構想】
（政策の基本的な方針等）

【将来像】
（茅野市の理想像）

第６次茅野市総合計画
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